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5月中旬から下旬にかけて、 「市民の森」で、かわいいチジカカ、 8頭生まれました。

子ジカは税ジカと一緒に元気に走りまわったり、寝そべったりしながら、すくすく育っています。

みんなでかわいカ、りましょう 。

主な内容
農業委員の選挙・ー

夏本番、市営プール 6月20日にオープン

行政資料コ ーナーを新設・・

障害者とともに①-

11万市民の家計簿
カメラレポ・・，

ツベルクリン反応と BCG予11)]核開
盲導犬をおnしします-
ぺ苛めよう/犬の政し飼い・

作品 ~;q..j毛、 お母さんの似彦Jj絵コ ンクールー ・・
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市民と市長の日

「市民と市長の日」を 7月1日(ノド)午
前 9時から午後 3時まで、市役所3階
市長室で行います。お気軽におでかけ

< 1.こ'さし、。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 7月1日(l付午前
8時30分か ら午後 5時ま で、市役所2

階農業委員会事務局で行います。お気
軽におでかけくださし、。
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農
業
委
員
の
選
挙

7
月
7
日
告
示
・

7
月
口
日
投
票

えつ号一一一(間抑制)一一広報

上
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選

挙
を
七
月
七
日
制
に
告
示
し
、
同
十
七

日
掛
に
投
棄
を
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
違
反
し
な
い

よ
う

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」
を
行
い

宇
?
し
ょ
、
つ
。

投
票
所
は
、
入
場
券
に
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
を
行
わ
な
い
場
合
、
入
場
券
は
郵
送

い
た
し
ま
せ
ん
。
選
挙
区
と
定
数
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

841 ー第

〈
投
票
で
き
る
人
(
選
挙
権
)
〉

今
年
一
月
一
日
現
作
で
作
成
し
た
「
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
に
峨
っ

て
い
て
、
七
月
十
七
日
現
在
、
上
田
市
内

に
住
ん
で
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。
(
一
月
に
上
田
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
岐
申

説
書
を
出
さ
な
か
っ
た
人
)

〈
立
候
補
で
き
る
人
(
被
選
挙
権
)
〉

投
票
で
き
る
人
と
同
じ
く
「
農
業
委

昭和55年度、明るい選挙啓発ポスター

応募作品(小学校の部)

選挙区
選 挙 区 グ〉 区 域 選定き挙委す員べ数の

の区分

上田市ーの丸、常磐城一丁目、常磐城一丁目、常磐城三丁

目、常磐城四丁目、常磐城Ji丁目、常磐城六丁目、緑が丘

一丁目、絡が丘二丁目、 *~kが丘三丁目、天神一丁目、天神

二丁目、天神三丁目、天神四丁目、大手一丁目、大手二丁

目、中央一丁目、中央二丁目、中央三丁目、中央四丁目、

中央五丁目、中央六丁目、中央束(住居表示実地前に大字

住吉及び古里であった区域を|徐<0)、中央北一丁目、中央

第1区 北二丁目、中央北三丁目、中央商一丁目、中央西二丁目、 3人

常国一丁目、常国二丁目、常国三丁目、材木町一丁目、材

木町二丁目(住居表示実施前に大字古里であった区域を除

<ol、常入一丁目(住居表示実施前に大字古里であった区
域を除<0)、踏入一丁目、踏入二丁目(住居表示実施前に

大字国分であった区域を|徐<ol及び国分一丁目(住居表示
実施前に大字国分であった区域を除く 。)並びに大字常入、

上回(旧上田市)、常磐城、秋和、上I孟尻1立び下塩尻の区域

上回市踏入一丁目(住居表示実施円リに大字国分であった区

第2区
主主))止び国分一丁目(住居表示実地前に大字国分であった

5人
区域)並びに大字大屋、岩下、行久保、国分、芳回、林之

郷、殿城1止び漆戸の区域

上田市中央束(住居表不実施前に大字住吉/{(び古里であっ

た区域)、材木町二丁目(住居表示実施前に大字古里であ

第3区 った区域)及び常入一丁目 (住居表示実施前に大字古里で 4人

あった区成)並びに大字上野、古里、上回(旧神科村)及び

住吉の区域

上回市大"r小牧、諏訪形、御所、中之条、上田原、下之条、
第4区 神畑、築地、小泉(字日向、千[1合、町小泉lえび償山を|徐u 5人

結i出j止ぴ古田の区域

第5区 上田市大'r十人、新町、 MIJ山、手足託、山田J止び聖f倉の区域 2人

第6区
上田市大'j一本郷、 i上加、中野、小島、イ栄型f、鎌田、八木沢

4人
及び別所j品}ftの区I或

第7区 上田市大字ゐー士山、古安曾及び下之郷の区域 3人

第8区
上田市大字浦野、問、仁古田、健戸、上室H、下室t'{及び

4人
小泉 (第4区の小泉に属する区域を除uの区域

定 数 30人

こる皐(別表)農業委員会委員一般選挙の選挙区および定数
と人会
がで委
原な員
則け選
にれ挙
なは、人
つ、名

て立簿
い {侯」

ま宇甫に
すで載
。きつ

なて

〈
選
挙
運
動
〉

すどす
。のの公

違で職
反、選

が買挙
あ収法
れ、の
は‘饗.
当応可部
然、が

処戸適
罰 別 用
さ訪さ
れ問れ
まなま

〈
立
候
補
届
説
明
会
〉

六
月
二
十
四
日
附
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
市
役
所
六
階
大
会
議
室
で
行
い
ま

す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
は
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出

席
者
は
一
立
候
補
予
定
者
に
つ
き
二
名

以
内
と
し
ま
す
。
内
容
は
、
立
候
補
届

な
ど
の
手
続
き
、
選
挙
運
動
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
細
か
く
説
明
し
ま
す
。

七
月
七
日

ωか
ら
七
月
十
六
日
附
ま

で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
市
役
所
四
階
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
印
鑑

と
入
場
券
(
届
い
て
い
る
と
き
)
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

各
投
票
所
に
は
、
候
補
者
名
の
掲
示

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
投
r

れ
の
際
は
候
補

者
名
を
家
で
確
認
め
上
、
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

〈
立
候
補
届
〉

七
月
七
日

ω、
八
日
耐
の
二
日
間
で
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

で
す
。
立
候
補
届
の
事
前
審
査
は
、
六

月
三
十
日
ま
で
選
挙
管
理
委
員
会
で
行

い
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
含
⑫
凶

0
0内
線
五
七

一
・
有
線
①

δ
九
O
こ



別
表
の
と
お
り

で
す
。

投
票
で
き
る
人
と
同
じ
く
「
農
業

号一

夏本番

市
営
。
フ
l
ル

841 

す
の
で
、
立

6
月
初
日
に
オ
ー
ブ
ン

だ一一一(肘沼紛23) 第

互
の
問
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
い
る
市
営
プ

l
ル

(
自
然
運
動
公

凶
プ
ー
ル
、
上
回
公
凶
内
プ
ー
ル
)
を

今
年
は
、
六
月
二
十
日
山
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
、
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

(
市
営
プ
ー
ル
は
、
例
年

ら

〆
匁
吋
，

W

/
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九
月
上
旬
ま
で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

上
回
公
圏
内
0

ア
ー
ル
は

自然運動公園プール(昨年8月に撮影)

利
用
時
間
・
:
午
前
九
時
か
ら
正
午
、
午

後
十
二
時
三
十
分
か
ら
同
三
時
、
午

後
三
時
三
十
分
か
ら
同
五
時
ま
で
の

三
交
替
制
で
す
。

入
場
料

:
大
人
五
十
円
、
中
学
生
以
下

三
十
円
で
す
。

ロ
ッ
カ
ー
:
・
今
年
、
新
し
い
更
衣
室
が

で
き
、
ロ

ッ
カ
ー

(無
料
)
も
設
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ッ
カ
ー
に
は
、

カ
ギ
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
此

重
口
聞
の
保
管
に
は
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー

(省
料
)
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
・
・
・
市
民
体
育
館
前
に
あ
る
駐
卓

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
;・
小
学
生
以
下
は
、
保
必
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

自
然
運
動
公
園
プ

l
ル
は

利
用
時
間
・
・
・
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
十
二
時
三
十
分
、
午
後
一
時
か
ら

同
四
時
ま
で

の
こ
交
替
制
で
す
。

入
場
料
:
・大
人
二
百
円
、
中
学
生
以
下

運動公園線時刻表

電車 | パス

発 i大学 前駅着 |大学前駅発 j運動公園 着
所 9.19 9.21 9.24 

田 9.43 9.45 9.48 

所 9.55 9.57 10.00 

回 10.27 10.29 10.32 

回 12.22 12.24 12.27 

所 12.32 12.34 12.37 

回 13.02 13.0413.07 

所 13.13 13.15 13.18 

回 13.50 13.52 13.55 

パス | 電車

運動公園発 ;大 学 前駅着 |大 学 前駅発 ;行

12.14 12. 17 12.22: 511] 

13.08 13.11 13.13 上

13.42 13.45 13.50 別

13.57 14.00 14.02 上

1!l_(l__， 14.33 14.38 上

15.27 15.30 15.34 上

16.11 16.14 16.19 上

始
一別
一上
一別
一上
一上
一別
一上
一別
一上

百
円
で
す
。

ロ
ッ
カ
ー
・:ロ

y

カ
ー
は
更
衣
室
に
あ

り
ま
す
が
、
カ
ギ
が
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
六
重
口
聞
の
保
管
に
は
コ
イ

ン
ロ

ッ
カ
ー

(有
料
)
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

駐
車
場
・
・
・
四
百
八
十
台
ま
で
入
れ
る
駐

車
場
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
土

・

日
曜
日
、
夏
休
み
中
は
、
か
な
り
の

混
雑
が
予
細
心
さ
れ
ま
す
の
で
、
電
車
、

パ
ス
の
こ
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
同
駐
車
場
で
は
車
の
混
雑
を

防
く
た
め
、
プ
ー
ル
の
利
用
期
間
中
、

車
笠
理
料
金
(
百
円
)
を
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
の
他
:
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
五
十
日

プ
l
ル
は、

小
学
校
三
年
生
以
下
の

先一
所
一回
一所
一回
一回
一回
一回

r
T
供
さ
ん
と
、

一体
げ
な
い
万
は
い
や
放

防
止
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん。

自
然
運
動
公
園
に
接
続
パ
ス

向
然
運
動
公
園
を
利
用
さ
れ
る
方
の

交
通
利
便
を
図
る
た
め
、

今
年
も
電
卓

の
発
着
時
刻
に
合
わ
せ
た
上
国
交
通
側

の
接
続
パ
ス
を
、
大
学
前
駅
か
ら
自
然

運
動
公
固
ま
で
逆
行
し
ま
す
。

期

間

・:
六
月
二
十
一
日
か
ら
プ
ー
ル

が
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
毎
日
雌
日
。

た
だ
し
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間

中
は
、
毎
日
遂
行
さ
れ
ま
す
。

料

金

・
:
大
学
前
駅
↑
↓
自
然
運
動
公

圏
、
片
道
で
、
大
人
九
十
円
、
小
人

五
十
円

接
続
時
刻
:
・
別
表
の
と
お
り
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行政資料コーナーを新設
市
で
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
要
望
に
応

え
て
、
市
め
行
政
資
料
を
自
由
に
閲
覧

で
き
る
「
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
」
を
、

市
役
所

一
階
・
市
民
ホ
ー

ル
に
設
置
し

ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
市
の
基
本
構

想
・

基
本
計
画
、
予
算
書、

条
例
、
議

事
録
、
各
種
統
計
な
ど
市
の
行
政
に
関

す
る
各
種
資
料
が
並
べ
ら
れ
、

利
用
さ

れ
る
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
で

き
る
体
制
も
監
え
て
お
り
ま
す
。
利
用

時
間
は
、
平
日
が
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
八

え号 制説話A22)一一一広報う841 号ー

ー
て

b
Fi
l
i
--
}

一

市
役
所
・
市
民
ホ

l
ル
に
設
置
さ
れ
た

一

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
回
が
初

ハ

め
て
で
は
な
く、

昭
和
五
十
三
年
四
月

'

に
は
図
書
館
に
各
種
資
料
を
そ
ろ
え
た
一

地
方
自
治
資
料
室
を
設
け
、
市
民
皆
さ
'

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
は
も
ち
・

ろ
ん
、
地
方
自
治
資
料
室
も
資
料
の
充
-

笑
を
図
り
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
、
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
と
と
も
に
①

凶l(年金の保険料を名納期lにきちんと納めることは、 「年齢」に達 :
して年金を受け取るための大切な基礎を結っていくことであり、さら ; 

に、思わぬ事態に直面したときに、凶民年金の制度ヵ、持っている各:

胞の保1;草を受けるために必要な条件をiÎJ~J たしていくことになります。
保険料を納めるために、次の方法があります。
国民年金也力会 地域で、自治会や婦人会、左人クラフーなどの皆さ

んが 同民年金を育てるため、地域の加入者の便利を考えて加入者;

から保険料を集め、本人に代わって市に納める活動をしています。

地域の人たちの述帯と協調の意味からも、 thl，力会の活動の輸を広げ、
また加入されることをお勧めします。
〔協力会のないと ころ(自主納付)) 現実には協力会のない地成が !

あります。加入者が自分で窓口に出向かなければなりません。っし

おっくJになり、また納め忘れが出てしまいます。
口座振替の利用 自主納付の人たちのために「口座振併」の方法ヵ、ぁ;

ります。 利用の手続きは簡単です。金融機関や各農協の窓口に口座;ー-

娠干干の申込占(国民年金保険料fi'¥金口座振体依頼書)があります。印、

鑑と納付、!}、爪金通帳を持っていき、申し込んでくださし、。納WI月 . 
の前月(7、9、11、1、3月)の末日までに申し込まれた分は、翌月の!
納期月から娠り替えによる納付になります。口座振替にしますと、

納め忘れがなく、安心して保険料を納めることができます。
:ま続 | 万あベ室間第構 先完1iめ
3 で事同ト二たラ、取二造今月成十て 神
:に業団ル千 リ ント り純 二 回 の、五い 川
〈八で 地 )円六夕、イはカがず ド崎皆完下 抽 年た沿

6月は、5“6年度の{保呆険料第 2矧分の納矧月てで，寸す。納付はI済斉みまし!十建はが 、十 。 レ¥、 、十建 成 旬 i選鑑 !度支 、い
たか。納め忘れていたら、すぐ納めましよう九。 ¥j丞3設五一第六家一一さて し カか‘でで、分市の

保ぷ;:;諒r黙与賢常?号詑f訟詑:怒然合然然T?きゲ[#叩?
ききみにしました。めんどう汁てで戸もも州納矧航ニご:e百IとUιにこ酬し口てください。未納;す 、度円同 | 第畳盆手柄は つ人戸+籍

?間協品目7日 ;ibT43常日:)ffirtz、手/凡しμ白ご交て怯
心かけてL、 ましょっ。で七= 平~丑 F斤で九易ま居の 地 叫

h す年平 方が一半、す戸 耐 すがは」を
。度継 メ二戸、浴 。 、火 、どの進

古
里
団
地
の
お
戸
が
完
成

⑬ 

保険料の納付方法

締
め
出
さ
な
い
で

先月下旬から入居の始まった古里団地

今月は納期月です

〈国個展年金隈園民年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

;
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例
年
の
こ
と
な
い
か
ら
、
不
快
で
長
う
ど

り
て

u
mん
け
て
す

ー
つ
な
純
一山
則
が
、
ま
た
や

っ

て

き

ま

し

食

中
み
は
、
肉
り
た
も
の
を
氏
へ
た
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障
害
者
と
と
も
に

①

締
め
出
さ
な
い
で

841 

社
会
へ
の
完
全
参
加
と
平
等

わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
今
な
お
身

体
的

・
枯
神
的
な
機
能
を
完
全
に
備
、
え

た
人
々
の
欲
求
を
満
た
す
方
向
で
動
い

て
い
ま
す
。
し
た
が

り
て
、
障
害
者
に

と
っ
て
社
会
的
不
利
と
な
る
よ
う
な
条

件
が
ま
だ
た
く
さ
ん
み
ら
れ
ま
す
。
障

害
者
は
、
障
害
を
も
た
な
い
人
と
は
異

な

っ
た
欲
求
を
持
つ
特
別
な
集
団
で
は

な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
、
当
然
な

欲
求
を
満
た
す
た
め
に
特
別
な
困
維
を

も
っ
普
通
の
市
民
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

国
際
障
害
者
年
は
、
障
害
者
の
た
め

だ
け
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社

会
を
障
害
者
や
老
人
な
ど
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
く
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体

に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
も
の
で
、
障

害
者
を
締
め
出
す
よ
う
な
社
会
は
、
正

常
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

一一一一一第

は
じ
め
に

だ
け
で
な
く
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と

り
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
理
解
し
、

幅
広
い
社
会
的
な
連
帯
意
識
を
も
っ
て

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
と
は
何
か
||

多
く
の
人
は
「
身

体
の
動
き
の
支
障
」
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
一
口
に
障
害
者
と

い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ

l
ス
が
あ

り
ま
す
。
た
と
、
え
ば
、
耳
が
ま
っ
た
く

問

、
」
、
え
な
い
人
や
難
聴
の
人
を
は
じ
め
、

自
の
不
自
由
な
人
、
精
神
薄
弱
者
や
精

神
病
者
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
も

っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

問
川
胞
の
解
決
法
も
さ
ま
さ
ま
で
す
。

+~-ーーーーーーー /昭和27年 1 2 月 22 日 1
1- ¥l匹3雌鄭fil!物必可/

今
年
は

H

光
全
参
加
と
平
等
。
を
テ

!
?
と
し
た
「
同
際
防
官
一
口
者
年
」。

こ
れ

は
、
昭
和

4
十
一
年
の
凶
述
総
会
で
決

議
さ
れ
た
世
界
的
胤
棋
の
行
動
で
、
障

害
を
も
っ
人
の
社
会
へ
の
完
全
参
加
と

平
等
を
目
指
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
凶
か
ら
は
国
際
障
害
者

年
に
ち
な
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
障
害

者
問
題
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
障
害
者
と
と
も
に
」
と
題
し
た
シ
リ

ー
ズ
を
、
月
一
闘
の
予
定
で
叫
岐
し
ま

す
。

え一(5)一一一 昭和56年6月16日 広報う

幅
広
い
連
帯
意
識
で

平
均
ト
一
対
ム
叩
が
延
び
、
高
齢
化
社
会
が

進
む
に
つ
れ
て
、
脳
卒
中
の
後
辿
症
な
ど

に
よ
る
障
害
者
が
明
、
え
る
と
と
も
に
、

交
通
が
政
や
労
働
災
窓
口
な
ど
に
よ
る
町

在
者
も
年
々
附
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。わ

た
し
た
ち
の
だ
れ
も
が
、
昨
存
者

に
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
ー
ー
と

い
っ
て
も
言
い
過
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
害
者
問
題
は
、
単
に
障
害
を
も
っ
人

昨年の上小地区心身障害者体育大会から

を動見な到 な発)jf発切を毎 よ高してせ用 ます すズ有を っ た つ
高解かつりつT、まりに臓汗で泊日こりいていたで人したそくン害問たこ 。な例
以消すけまねLたまなそ作す潔入の不といるり休間よめこなとななりの 梅年
多し科ててや、すつの用。に浴対快、ま芝、外のうのでりあ細い、時 雨の
出て 11'tは ース雨 。て他がこすし策をこす廃休へ体。対、まつ簡が体 WJ 期こ
なくを、 11): 卜に 、内スれるてと!必めが物内熱は 策こすてがちがは がと
気だ身ラ日レ閉 食分ムにこ体しじ倒、をにを、 にの 。 、大でけ、 、な
象さにジ、スざ 欲泌 | よとのてまき ?1~ 排た発発 つ時 食いすだと まが
条¥"つオ凹もさ も器ズつが表はすが j支せま nic汗 い則 中に 。るか たら
件 。け体 i たれ す官にて大[刷、 。にがっ っさ 作 てを 毒はまくく や

は 、操 1工まる すのな I一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一ー 一一ー 、他 がびたな疲 つ不
i逗な分りた む活リイ考写康 発こ、つ労 て↑

細 』動E助方どのがめ こ動、 I ー I えてい 生る人てが きで
凶i 不休暇ちト とも腸 I吾雪空空ーτe"Vl=lて過 しシ体健つ ま長
に よ止ををに速 に活や I三三M!K"""~ --:r I みご や lに康の し う

;
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と
っ
て
好

mAい
で

す

。

一

食
中
み
は
、
腐
っ
た
も
の
を
食
べ
た

こ
と
が
原
凶
だ
と
思

っ
て
い
る
人
も
多
H

い
よ
う
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
外
見
は
新
鮮
そ
う
に
日
比
、ぇ
J

一

て
も
、
制
H

凶
が
付
析
し
て

mM刑
し
て
い
山

る
状
態
の
食
物
を
食
べ
て
、
中
心
会
」
起
一

こ
す
ケ

l
ス
が
多
い
の
で
す
。

九

「
山
一
以

・
迅
速

・
冷
却
ま
た
は
加
然
」…

が
、
食
中
村
叶
，
十
仙
の
三
原
則
で
す
。
特

一

に
、
制
仰
の
付
お
し
や
す
い
魚
介
舶
に

川

は
州
立
し
て
、
で
き
る
だ
J

j

-

Aet
一
け
新
鮮
な
食
品
を
食
べ
る
…

E
M
一
か
、
飢
…
を
加
え
て
食
べ
る
い

時回目司

-
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

九

L
F

一
梅
雨
期
の
附
れ
間
に
削
川

1

-

ょ

ν一
一
を
出
す
太
陽
は
、
一
年
中
川

旧

財

一
で
一
番
強
烈
な
光
を
持
つ
一

;

-

¥
-
U

一
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
J

-一、、、
ユ

問

一
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
よ
く
川

U
B
u
v

…
附
れ
た
日
に
は
家
の
戸
を
川

L
F
l

…
附
け
て
部
川
肢
の
中
に
胤
を

一

泊
し
た
り
、
フ
ト
ン
な
ど

礼

も
干
し
ま
し
ょ
う
。

一

怖
雨
期
は
米
航
が
不
順
で
、
体
も
疲

川

れ
や
す
く
、
病
討
に
対
す
る
抵
抗
力
も

一

ωく
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
期
d

は
、
休
長
を
卜
分
と
リ
、
食
事
も
新
鮮
…

な
針
来
や
染
物
を
多
く
と
る
よ
う
心
が
刊

け
て
く
だ
さ
い
。

J

以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
注
立
し
な
か

も

ら
、
こ
の
梅
同
期
を
泊
以
と
乾
燥
と
ス
…

タ
ミ
ナ
維
持
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
J

j

j
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11万市民の家計簿

D輔輯催酷輪車種

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財

政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に

財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
下
半
期

(
五
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
五
十
六
年

三
月
三
十
一
日
)
の
財
政
状
況
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ご
理

解
を
深
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

えつ841 ー第

一般会計下半期収支状況
(昭和56年3月31日現在)

歳出

科 自 予 3事 宮貢 支出済額 執行率

民 生 費 39億7，788万6千円 34億6，401万9千円 87.1 %1 

土 木 費 29億4，106万7千円 17億3，640万4千円 59.0 

教 育 費 27億9，561万6千円 25億1，331万7千円 89.9 

総 務 資 24億7，478万4千円 22億8，865万5千円 92.5 

農林水産業費 18億7，274万3千円 11億7，265万7千円 62.6 

商 工 費 18億 834万8千円 17億6，734万9千円 97.7 

衛 生 費 11億5，294万l千円 11億2，504万7千円 97.6 

~ 債 資 9億2，295万8千円 91.2:1，291万8千円 98.9 

i有 日亦 費 5{i意1，073万3千円 5億 573万4千円 99.0 

議 ぷ2〉ス、 費 1{怠9，961万円 1{意9，907万7千円 99.7 

労 働 資 4，792万6千円 4，680万4千円 97.7 

予 f蔚 費 500万円 41万円 8.2 

災害復旧費

i口入 計 187億 961万2千円 157億3，239万l千円 84.1 

歳入

干オ 目 予 算 古頁 収入済額 収入率

市 税 68億2，417万8千円 67億5，603万3千円 99.0% 

市 イ貴 24億 470万円 7億5，000万円 31. 2 

国庫 支 出金 23億1，013万5千円 17億4，432万8千円 75.5 

地方 交 付税 20億7，574万5千円 20億7，574万5千円 100.0 

諸 収 入 15億3，286万円 1億5，920万4千円 10.4 

県 支 出金 11億6，266万6千円 8億3，233万7千円 71.6 

分担 金及 び
. 

負 金
7{意3，008万5千円 6億1，544万8千円 84.3 

繰 入 金 5億 350万円 5億 350万円 100.0 

繰 越 金 2億8，856万2千円 2億9，256万2千円 101.4 

財産収入 2億8，389万9千円 3億 758万6千円 108.3 

使用 料及 び
2億3，140万5千円 2億3，697万1千円 102.4 手 数 料

地 方議与税 2億 125万8千円 l億 947万1千円 54.4 

自動車取得税
1億1，376万6千円 l億1，376万6千円 100.0 

ヲ凡" {寸 金

寄 附 金 3，015万8千円 2，438万3千円 80.9 

交通安全対策
1，669万5千円 1，669万5千円 100.0 

特別l交 付金

正o弘、
計 187億 961万2千円 145億3，802万9千円 77.7 

一時借入金(昭和56年3月31日現在)

|借 入現在高 1 附 0叩 | 

債務負担行為(昭和56年3月31日現在)

99億4，139万4千円

46億4，430万4千円

債務負担談決額

音質tll 負実

(昭和56年 3月31日現在)

区 分 一般会計 特別会計 iヨ入 5十
ト一一一

昭和55年9月末現在高 81億3，666万6千円 37億8，843万9千円 119億2，510万5千円

南葉県日から 6{意5，100万円 6億3，136万円 12億8，236万円

時ず52借入価10 日カ、ら

トーー ま3 償日還額
H意6，681万1千円 4，114万7千円 2億 795万8千円

差号|現在高 86億2，085万5千円 43億7，865万2千円 129億9，950万7千円

」ーーー

地方債現在高
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土木費

自然運動公園の総合体育館建設、

道路改良の小牧川辺町線 ・小島

神畑線(写真)、公営住宅建設な

どにカヵ、注がれました。

-積立金

市
15億 431万 有
4，042円 財
産

-土 1也 の
状

136万7，125m2 況
昭
和
56 
年

-山 手本
3 
月
31 
日

育費

第二学校給食センター建設(写

真) 、北小学校校舎改築、 神川

地区公民館建設など教育施設の

充実に力が注がれました。

老人福祉センターの移転新築、

身障者住宅の移転新築、相染問

浴場の増築(写真)など市民福祉

の向上にカが注がれました。

特別会計下半期収支状況

-育価証券
歳入 (昭和56年 3月31日現在)

科 目 予 t): 古買 収 入済紙 収入率

国民 健康保険卒業 29 {!J: 5 ，337万3千円 26{'il'9，417万1千円 91. 2" 

公共下水道 ;[J ~ Jt!; 14{~: 5 ， 334万8千円 11 {!J:3， 428万6千円 78.0 

1，123万9，503円 同和地等区1't住付宅新築
資金 事業

6ti!'l，759万9千円 1{立6，481万6千円 26.7 

土 地 取得ギ業 4f.il' 325万2千円 4 {.i)': 325万4千円 100.0 

福祉事業センタ ギ業 1{!J:1，778万l千円 l{1!:1，530万l千円 97.9 

塩田有線放送定話事業 4，345万円 3，859万7千円 88.8 

-建 物 交通災害共済事業 2，874万8千円 2，923万2千円 101.7 

ぷEコ入 5十 56{:i]' 1 ，755万1千円 45位7，965万7千円 81.5 

21万7，890m2
歳出

料 目 予 算 古賀 支 出 済額 執行率

国民健康保険事業 29{怠5，337万3干同 24f古4，134万6千円 82.7% 

公共下水道事業 14{意5，334万8千円 12{意8，491万5千円 88 4 

-住 宅
同和金地 区住宅新築
資 等 11付 事業

6f意1，759万9千円 5{窓4，022万5千円 87.5 

土地取得事業 4{;i]' 325万2千円 1，135万l千円 2.8 

福祉事業センタ一事業 l{意1，778万l千円 1億1，682万4千円 99.2 
現在
敷地 22万4，662m2

1，691万6，122m2 ) 福田有線放送電話 ' J~業 4，345万円 3，601万4千円 82，9 

地方債現在高

区 分 金

一般会計現在高 86俗2，0857J'5千同

特別会計現住高 43f.IT7，865万2千円

建物 5万2，218m2 交通災害共済事業 2，874万8万円 2，797万9千円 97.3 

i口h、 計 56{意1，755万1千円 44{!J:5，865万4千円 79.4 

一 一
〔参考〕

(昭和56年3月31日現在) 債務負担行為 (昭和56年 3月31日現伝)

額|実負担額 l吉良 区 分 議 決

一般会計現在高 I 99億4，139万4千円 I 46fM，430万4千円

特別会計現在高 o 0 

企業会計現在高 o 0 

企業会計現夜高 36m3，504万8千円 {産水院道35{芯49，，226413万万35千千円円
o議決街lは議会で承認された|州立紙、笑負N鋲は実際に負抑lする都1

一時借入金
£口λ 166Lt!'3，455)j5下円

借入坑イt I~ 
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V
上
田
市
総
合
美
術
展

「
第
初
凶
上
山
山
総
合
美
術
以
」
が
、

5
川

m
Hか
ら

白
日
ま
で
市
民
会
館
、
山
本
鼎
記
念
館
、
山
総
合
川
氏

ぷ
館
の
三
会
場
で
附
か
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
み
ご
と
な
で
き
ば
え
の
作
品

を
熱
心
に
比
入
っ
て
い
ま
し
た
。

えワ号一一一(宮抑制部)一一広報841 ー第ラーー

A
ゲ

i
卜
ボ
ー
ル
場
が
完
成

こ
の
ほ
ど
母
子
寮
の
南
側
に

二
面
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
冗
の
要
望
な
ど
も
あ
り
市
が
挫
備
し
た
も

の
で
、
六
月
二
日
は
、
そ
の
完
成
式
を
行
い
、
さ
っ
そ

く
東
部
地
区
主
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
競
技
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
|
ル
だ
け
て
な
く
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
恕
い
の
場
と
し
て
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場
が

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を
H

不
用
品
登
鉢
情
報
。
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
十
二
回
目
で
す
。

不
用
品
を
琵
録
さ
れ
る
方
は
、
次
の

事
例
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
起
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 6月6日現ゐ)その⑫(主なもの)不用品登録情報

ゆずってください

出
境
課
へ
登
鈷
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
口
聞
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
防
相
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
取
り
引
き
が
成
立
、
不
成
立

に
か
か
わ
ら
ず
)
を
必
ず
生
活
環
境

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
九

二段ベッド

大人用自転車

ベビーベ yド

物置

ソファーベッド

オルガン

ステレオ

下駄箱

はたおり機

"1E.ござ(6丑)

冷蔵庫

乳母車

整理タンス

本だな

子供用ブラン コ

く希望価絡〉

70，000円

15，000円

40，000円

20，000円

3，000円-30，000円

12，000円-15，000円

29，000円

5.000円

20，000円

無料

3，000円

10，000円

2，000円

1，000円

2.000円

ゆずります

学習大百科辞典 (;it年度版)
カセ γ トテープ付絵本(2桁)

原付バイク(54年，賞紋)

90ιCノ、イク (4，OOOkm使用)

ふろ各純{7ロハン. 者I1市ガス)

マットレス (80mm新品問機)

jfil圧計1，1!:t.式)

座いす(2年使用)

応接セ ソト(布ぱ')) 

1:許段のサク

2口カスレンジ(J!i~ 市ガス )

カメラ IF=1.7新1日間隙)

小l.ヵースコンロ(行I，diカス)
;ilた〈機(5年使用)

"正r，..-'←一((単品のみ)

ゆすリたいiR1物、ゆすってほしいif11物ヵ、あリ ましたら、生活J;i境課生活{系

色2NIOO内似303)へおれ粁にご連絡を
.，j~ ir後のトラフルなとについては、武H:を負L、かねますので ニj*くたさし、。
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ツベルクリン反応と

え-(9)一一一一昭和56年6月16日 広報う

BCG予防接種
く保健予防課保健係企⑫4100内線289・有線②0721>

結
舷
予
防
法
に
よ
る
「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
炎
」
と
「

B
C
G
予
防
接
種
」

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆

さ
ん
は
、
指
定
さ
れ
た
各
会
場
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

①
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
五
十

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
さ
ん
。
お
よ
び
、
四
歳
未
満

で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
一
回

も
受
け
て
い
な
い
子
供
さ
ん
。

②
四
歳
未
満
の
子
供
き
ん
で
、
昨
年
の

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
は
陰
性

と
判
定
さ
れ
た
が
、

B
C
G
接
種
を

受
け
て
い
な
い
方
。

(
た
だ
し
、
四

歳
以
上
で
未
接
種
の
子
供
さ
ん
は
、

小
学
一
年
生
の
時
、

学
校
で
実
施
し

ま
す
)

〈
接
種
方
法
〉

マ
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
:
・
右
手
に

接
種
し
ま
す
。
昨
年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

を
受
け
た
方
は
、
左
手
で
す
。

マ
B
C
G
・--今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判

定
結
果
が
、
陰
性
の
方
に
接
種
し
ま

す
。

〈
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方
v

①
著
し
い
栄
養
障
害
者

②
有
熱
、
ま
た
は
重
症
患
者

③
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者

④
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の
使
用
者

⑤
結
核
そ
の
他
疾
病
の
予
防
接
種
、
外

傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が
認
め
ら

れ
た
方

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
方

〈
そ
の
他
〉

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供

さ
ん
は
、
二
週
間
を
経
過
し
て
か
ら
受

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ポ
リ
オ
・
麻
し

ん
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
、

一
か
月
を
経
過
し
て
か
ら
受
け
て
く
だ

さ
い
。
六
月
三
十
日
に
二
種
混
合
予
防

接
種
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
、
七
月
十
・

五
日
以
降
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

昭和56年度ツベルクリン反応検査、判定、BCG接種目程表

• 

実施月日

、'/~くノレ
判定・ 会場名 対象地区

クリン

反応検査 BCG 

~協神川事業所
神川のうち、下青木、みすず台南、

みすず台北、上青木、傍が丘

7 7 注目母子健康センター 中塩田・別所
月 月
7 9 上川原村岡I、下川原柳町、緑が丘、
日 日

(刈 b十4 保健センター 新屋、緑が丘北、緑が丘西、愛宕

(市役所南庁舎二階) 町、上鍛冶町、鍛冶町、上房山、下

房山、柳町、新回、上紺屋町

7 7 
三好町会館 城下と泉田のうち半過

月 月
神科のうち、染屋、金井、岩門、笹

8 10 上野が丘公民館
井、蛇沢、山口、野竹日 日

(tj() 七凶
塩田母子健康センター 東塩田・西!.a田

7 7 農協神川事業所
神川のうち、大屋、岩下、久保林、

月 月 黒坪、上沢、国分、下期、上場

14 16 
日 日 農村環境改善センター 監殿全区
(刈 (，f.;) 

保健センター 塩尻全区・東部

川辺町会館 川辺と泉田のうち吉田、福田

7 7 川西社会福祉センター 川西全区
月 月
15 17 神科のうち、金剛寺、大久保、長
日 日

(村 ω 上野が丘公民館 島、伊勢山、畑山、西野竹、神科新

屋、富士見台

2月7 1 
2ω 月日7 3 

南部・中央・西部の一部(下紺屋

保健センター 町、鎌原、西脇、新町、諏訪部、生

(刈日 塚、常磐町、城北)

*時間は、各会場とも午後1時30分から2時30分までです。

l旬。目明かしよい[

今年の前上回わっしょい、、は、 7月25目的に行い l
ます。 ; 

実施の方法は昨年とほぼ同じですので、自治会、 ; 

職場、趣味の会などの皆さんは、そろそろ準備を進 ;

ゲ〉てく fごさし、。

なお、本年は十周年記念になりますので、姉妹都 :

市である兵庫県出詰町から大名行列の特別参加と物 l

産と観光展の開催が予定されています。 ; 



だ 昭和56年6月16日一一一→.10)-

お知らせ
盲
導
犬
を
お
貸
し
し
ま
す

え号一一一(ZTazzazz)一一広報う
上
回
点
字
図
書
館

宮
⑫
1
9
7
5

841 

市
で
は
、
重
度
視
覚
障
害
者
の
皆
さ

ん
の
生
活
圏
を
拡
大
し
、

自
立
更
生
と

社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
本
年
度

か
ら
盲
導
犬
貸
与
事
業
を
は
じ
め
ま
し

た
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
に
よ

っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
与
条
件

①
視
覚
障
害

一
級
で
十
八
歳
以
上
の
在

宅
者

②
現
に
職
に
つ
い
て
い
る
か
近
く
職
に

つ
く
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
で
、

盲
導
犬
を
有
効
に
利
用
で
き
る
人

③
盲
導
犬
使
用
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
人

(和
歌
山
県
盲
導
犬
訓
糾
所
で
約
一

か
月
)

一 第号ー

10月に宮内庁ヘ献上する水稲のお田植え
祭事ガ、 5月31日、下組の室賀弥三郎さん万
の水田で行われました。
式典のあと、関係者が県の奨励昂種米「な
ガのままれ」を7戸-)しめ水田に値えましだ。

④
本
人
が
盲
導
犬
を
飼
育
可
能
で
あ
る

こ
と
(
犬
の
管
理
、
え
さ
代
な
ど
の

負
担
月
約
一
万
瓦
千
円
)

貸
与
頭
数
:
・
一
頭

申
込
締
切
日
・
・・七
月
十
五
日
附

申
込
先
・
・・
上
田
点
字
図
書
館

上
小
地
区
心
身
障
害
者

体
育
大
会
を
開
催

心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
と
体
力
の
増

強
及
び
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
「
第
七
回
上
小
地
区
心
身

障
害
者
体
育
大
会
」
が
、
上
小
の
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
な
ど
の
主
催
で
、
次

の
と
お
り
開
催
き
れ
ま
す
。

今
年
は
「
完
全
参
加
」
と
「
平
等
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
国
際
障
害
者
年
で
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
観
覧
と
応
援
を
お

や
め
よ
う
/

願
い
し
ま
・
す
。

と

き

:
七
月
五
日
川
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
(
雨
天
の
場
合
無
期
延

期
)

と
こ
ろ
・
:
市
営
陸
上
競
技
場

参
加
者
・:上
小
地
区
の
心
身
障
害
児
者

競
技
種
目
・
:
百
メ

ー
ト
ル
競
走
、
走
り

幅
と
び
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
卓
い
す

競
走
な
ど
二
十
七
縄
目

mw
歳
以
上
の
方
の

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

社
会
謀
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

市
で
は
、
今
年
も
七
月
一
日
か
ら
七

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
か
月
間
、
「
老

人
健
康
診
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
皆
さ
ん
は
、
お
近
く
の
病
院
、

医
院
で
診
断
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

時
か
ら
三
時

今
月
は
「
環
度
保
設
月
間
」
で
す
。

園
、
県
、
市
町
村
が
協
力
し
て
、
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「
美
し
い
上
回
市
」
を

守
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の

河
川
の
水
質
汚
濁
は
、
全
国
的
に
社
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

世

E=======================================================================

国

う

。

と

よ

す

期

す

で

1

ま

刈

第

れ

日

税

。
さ

却

民

す

入

月

県

で

納

6

市

期

に

、
3

内

。

は

は

第

期

い

限

税

税

納

さ

期

納

険

、

だ

納

め

保

は

く

の

月

康

金

力

月

今

健

税

協

今

民

ご

対
象
者
・
:
満
六
十
五
歳
以
上
の
人

(大

正
五
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
)

受
診
方
法
・:
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
さ
ん
か
ら
配
ら
れ
た
受
診
票
に
必

要
な
事
項
を
書
き
込
み
、
病
院
、
医

院
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
診
票
は
市
役
所
社
会
謀
、

自祖国、

川
西
、
盟
殿
の
各
支
所
に
も

あ
り
ま
す
。

受
診
料
・・・
無
料

持
ち
物
・
・
・
健
康
保
険
証
と
左
人
医
療
従

受
給
者
証
の
あ
る
方
は
、
こ
れ
も
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
な
水
を
守
る
た
め

粉
石
け
ん
に
切
り
替
え
を

今月の納税

第|期

第 3期

市 県 民税

国民健康保険税

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
、
リ
ン
を
含
む
合
成

洗
剤
の
使
用
い
か
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
洗
た
く
用
洗
剤
を
「
合

成
洗
剤
」
か
ら
「
粉
石
け
ん
」
に
切
り

替
え
よ
う
と
い
う
運
動
が
、
各
地
で
盛

り
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
上
田
市
で

も
、
H

き
れ
い
な
水
。
を
守
る
た
め
合

成
洗
剤
使
用
の
抑
制
を
促
進
し
、
粉
石

け
ん
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
市
民

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
こ
の
時
期
は
水
で
洗
た
く

が
で
き
る
季
節
で
す
。
こ
ぬ
機
会
に
、

ぜ
ひ
粉
石
け
ん
を
使
用
し
て
み
ま
し
ょ

、
7
。

〈収税課告⑫4100内線241・有線②0691>

福祉社会の
古書!o::企，，___ 
曹、同ノ

(市内中学生納税標語入選作品)

納税で



号一

や
め
よ
う
ノ
・

犬
の
放
し
飼
い

〈

6
月
は
犬
害
防
止
月
間
〉
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六
月
は
犬
害
防
止
月
間
で
す
。
犬
を

抜
し
飼
い
に
す
る
と
、
農
作
物
を
荒
ら

し
た
り
、
危
害
事
故
な
ど
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。

飼
育
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
を

し
っ
か
り
守
っ
て
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ー
、
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

、『
ノ
。

2
、
が
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。

3
、
欣
少
な
ど
の
と
き
の
フ
ン
は
持
ち

い叩
り
ま
し
ょ
う
。

4
、
犬
に
よ
る
い
事
故
が
あ
っ
た
と
き
は

保
健
所
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

え
、勺
J報広口

U
F
h
u
 

日
川判

消
防
本
部
(
上
田
中
央
消
防
署
)
予
防
課

目

宮

⑫

2
5
0
1

手
小
，

刀
口

提
出
期
限
の
迫
っ
た

かじ
ゅ
う
た
ん
等

使
用
届
出
書
d

映
画
館
、
飲
食
席
、
デ
パ

ー
ト
、
旅

館
、
病
院
、
保
育
凶
な
ど
の
建
物
で
使

用
す
る
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
カ

ー
ペ

y
ト
矧
は
、
昭
和
瓦
十
四
年
七
月

一
日
か
ら
防
災
加
工
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
使
用
中
の
も
の
で
引

き
続
き
使
用
し
た
い
場
合
に
は
、
昭
和

五
十
六
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
「
じ
ゅ

う
た
ん
等
使
用
届
出
書
」
を
消
防
署
へ

提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
昭
和
五
十

九
年
六
月
三
十
日
ま
で
、

こ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
。
(
こ
の
届
出
蓄
の
用
紙

は
、
消
防
署
に
あ
り
ま
す
)

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
建
物
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
提
出
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
の
で
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

一
日
生
活
教
室
に

ご
参
加
を

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑪

8
5
1
7

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
信
州
。
で

も
川
の
下
水
化
、
廃
棄
物
の
増
大
、
土

壌
の
汚
染
、
車
に
よ
る
大
気
汚
染
な
ど
、

自
然
環
境
の
破
壊
は
徐
々
に
進
行
し
て

い
ま
す
。
自
然
界
の
浄
化
作
用
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
然
と
調
和

を
は
か
つ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
月
の
二
日
生
活
教
室
」
で
は
、

環
境
保
護
月
間
に
ち
な
み
、
公
害
の
問

題
を
取
り
上
げ
ま
す
。
公
害
の
現
況
を

学
び
、
私
た
ち
が
い
か
に
対
応
し
て
い

っ
た
ら
よ
い
か
与
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

炉
』

品
F

ハ
月
二
十
五
日
刷
、
午
後

時
か
ら
三
時

と
ニ
ろ
・
:
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

宏
且

テ
l
マ

:
公
害
の
現
況
と
私
た
ち
の
役

目
ー
1
1
快
適
な
生
活
環
境
を
求
め
て

講

師

:
・県
公
害
課
課
長
補
佐
斉
藤

修
哉
さ
ん

ー
ひ
か
り
が
丘
団
地

1

宅
地
分
譲
申
込
を

受
付
中
で
す

長
野
県
企
業
局
宅
地
課

宮

0
2
6
2
⑮
4
0
0
4

県
企
業
局
で
は
、
ひ
か
り
が
丘
団
地

(
大
字
労
回
字
南
鬼
沢
)
の
宅
地
分
譲

を
、
申
込
先
着
優
先
受
付
に
よ
り
必
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
区
画
数
・
:
十
四
区
画
(
五
月
二
十

一
一
日
現
在
)

申
込
方
法
・・・
市
役
所
管
理
課
ま
た
は
地

方
』
事
務
所
建
築
課
に
備
、
ぇ
付
け
の
申

込
用
紙
に
住
民
票
抄
本
を
添
付
の
う

え
、
県
企
業
局
宅
地
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
(
郵
送
可
、

一丁

3
8
0

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
六
九
二

二
)

乳
幼
厄
ι
健
康
診
査

三
歳
炉

七
月

の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い

ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

三歳児健康
診査日程表

会場 {!OJ!センター

地区 新市内 1 1円市内

対

象 53年6丹生

児

HJ 

程表

会場 {!tl flJ!セ ンター I区間白:u健機センター
川商社 会

九1祉センタ

r.t 4か)J~~ 9か)j~~ 1 i.1i.6 カJI リよ 4 . 9かH~~ 1 ;:.!t6か月リよ 1政6か月リ4

事t
56年 3月 54年12月生 54年12月生

リt
56年 3JJ'主 55年IOJJ'主 55年 1JI生 55年10)-J生 55年 1月 55年 1月

地区出向紙型川市内 引川市内
福岡全区 川西全区

7月 22日 1 B 1 15日 10日 21日 14日 9日

日乳 幼 児健康診査

愛の献血にご協力を

塩尻・川辺・泉国・神川・神科・ 12殿
東部・南部・中央・北部・西宮[;・城下

生活のすべてに安全を
7月|日は 、国民安全の目、

この日は、国民一人ひとりが

すべての災害を防止するにはい何

をすべきか、、を考え、実行する日

です。今年のテーマは「生活の

すべてに安全を」。私たちのまわ

りを、もう一度、安全点検しま

しょう。

新新内
旧市内

移動採血車「しなの号」が、 6月

28日、日曜広場にきます。皆さんの

心j旦まるご協力をお願いします。

とき ..6月28日(11)

午前10時~正午

午後 1時30分 -3時30分

とニろー・海野町会館前

創E同
全安
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ー
作
品
募
集

l

お
母
さ
ん
の

似
顔
絵
コ
ン
ク
ー
ル

郵
便
局
で
は
、
次
代
を
担
う
子
供
さ

ん
に
お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
を
か
い
て
い

た
だ
き
、
お
母
さ
ん
と
子
供
さ
ん
の
心

の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
、
明
る
い
家
庭
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
「
お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
作
品
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
・
・
・
小
学
生
及
び
幼
児

募
集
期
間
・
:
六
月
二
十
日
か
ら
七
月
十

口
M

応
募
作
品
・
・
・
官
製
は
が
き
の
裏
面
に
、

お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
を
お
か
き
く
だ

さ
い
。

応
募
先
・
・
・上
田
郵
便
局

応
募
方
法
:
・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学

校
(
園
)
、
学
年
、
保
護
者
名
を
書

い
て
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

え号一一一(臨凶器号)一一広報う

「
中
電
料
理
教
室
」

受
講
者
を
募
集

ー第 841

中
郵
電
力
上
国
営
業
所

台
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
次
に
よ
り
料
理
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
・
:
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
三
か

月
間
。
A
コ
ー
ス
(
第
一
・
第
三
木

曜
日
)
と

B
コ
ー
ス
(
第
二
・
第
四

木
曜
日
)
の
二
コ
ー
ス
制
で
、
時
間

は
各
コ

l
ス
と
も
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
三
時
三
十
分
ま
で
。

と
ニ
ろ
:
・
中
部
電
力
上
国
営
業
所
・
東

館
料
理
教
室

会
費
・
:
材
料
代
と
し
て
、
一
回
四
百

円
程
度

定
員
・
:
各
コ

l
ス
二
十
四
名
の
計
四

十
八
名

申
込
先
・
:
上
田
営
業
所
・
サ
ー
ビ
ス
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
課

相
続
と
税
金

!??列/相:
II~五..'志穂 :
Ir Y/ 11:れ蝉一一izzj
: 4 I 

相
続
税
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
財
産

を
相
続
や
遺
贈
(
遺
言
に
よ
り
譲
る
こ

と
)
し
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
財
産
の
す
べ
て
に
か
か

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

亡
く
な

っ
た
人
の
財
産
か
ら
債
務
や

葬
式
費
用
な
ど
を
差
引
い
た
正
味
の
遺

産
が
、
基
礎
控
除
額
を
超
え
て
い
る
場

合
、
そ
の
超
え
た
額
に
税
金
が
か
か
り

ま
す
。
基
礎
控
除
額
は
、
二
千
万
円
と

法
定
相
続
人
の
数
に
四
百
万
円
を
掛
け

た
舗
と
の
合
計
額
で
す
。

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
の
配
偶
者
に

は
、
正
味
の
財
産
の
%
か
、
四
千
万
円

の
い
ず
れ
か
多
い
額
ま
で
は
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
し
、
相
続
人
が
未
成
年
者

や
障
害
者
の
場
合
に
は
税
額
控
除
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
相
続
税
の
申
告
は
、
相
続
開

始
の
日
(
死
亡
の
日
)
の
翌
日
か
ら
六

か
月
以
内
に
、
亡
く
な
っ
た
人
の
住
所

地
の
所
轄
税
務
署
長
に
相
続
税
の
申
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

や
め
よ
う
ノ
・
鉄
道
妨
害

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
市
町
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

線路に石などを置く鉄道妨害は、大事故にもなりか

ねない、きわめて危険な行為です。次のことを、絶対

に守りましょう。

①線路に石や物を置くいたずらは、小学生などの子供

さんによって行われることが多いようです。石など置

かないよう、日ごろから子供さんに注意しましょっ。

②みだりに線路内に立ち入ったり、線路の上を歩かなし、。

③踏切を渡るときは、必ず左右の安全を確認する。
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